
 

応募作品は 
こちらから 
ご覧になれます。 

       （町ホームページ） 

 

９７票 

 

 

８月から１１月にかけて蔵王町内の児童・生徒を対象に校章デザインを募集したところ、４５９点の応募が

ありました。その後、総務部会で応募作品の一次審査を行い、優秀作品４点を選定しました。 

 優秀作品４点の原画。左から受付№119、№156、№278、№322。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀作品４点をデジタル化し、どれが蔵王中学校の校章として良いか町内の全保護者を対象に投票していただ

きました。※全保護者…幼稚園、保育園、こども園、小学校、中学校の保護者 

その結果は次のとおりです。（画像はデジタル化作業後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務部会で投票結果を踏まえた最終審査を行い、２月２６日の第９回準備委員会で一番投票数が多かった作品

を蔵王中学校の校章とすることで決定しました。 

選ばれた校章は、校舎、学校旗や卒業アルバムなど学校のシンボルマークとして、様々な場所で使用させてい

ただきます。 
 

  最優秀賞：№119 高沢 優衣さん（宮中学校３年生） 

優秀賞：№156 大沼 杏奈さん（遠刈田中学校３年生）、№278 小島 怜梓さん（円田小学校６年生）、 

№322 塩見 麻絢さん（円田中学校１年生） ※順不同 
 

たくさんのご応募いただいた児童・生徒のみなさん、この場を借りて御礼申し上げます。 

ありがとうございました。 
 
 

 

２月２６日（水）午後７時から、第９回統合準備委 

員会が町ふるさと文化会館で開催されました。 

校章及び制服について協議決定を行いましたので、 

その詳細についてこの準備委員会だよりで報告します。 

 

 

 

 

 

第５回（12/19） 
〇校章 
・応募作品から４点選定 
 
〇校歌 
・令和７年度に歌詞・曲そ
れぞれ公募で決定 
・歌詞募集要項の協議 
 

第６回（2/13） 
・校章の最終選考 

 

第４回（11/27） 

・新制服のプロポーザル実

施（３社から提案を受け、

３点を選定） 
 

第５回（1/15） 

・新制服の最終選考 

蔵王町立中学校統合準備委員会事務局 

蔵王町教育委員会教育総務課 

電話：0224-33-3008  

FAX：0224-33-2019 

E-mail：kyouikusoumu@town.zao.miyagi.jp 

＜総務部会＞ ＜学校教育部会＞ 

４５票 ６４票 ５１票 

※№322 は文字を「蔵王」に変更したうえで、 
一次審査通過となりました。（作者承諾済み） 

最優秀賞作者：高沢 優衣さん（宮中学校３年生） 

< デザインの説明（思いや願い）※原文のまま掲載 > 

校章には円田、宮、遠刈田中学校の校章の一部を取り入れました。 

統合するにつれて、それぞれの学校への思い入れがあると思います。 

蔵王町の中学校で生まれた、たくさんの思い出が消えることがないよ 

うにしたいという願いもこもっています。 

二重の輪は町のみんなのつながりを表現しています。 

（10/1 以降） 

最優秀賞 

受付№119 №156 №278 №322 

※準備委員会において作品の一部を 
修正しました。（作者承諾済み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「蔵王町立中学校統合準備委員会だより」は、令和 9 年 4 月の統合中学校開校に向けた取組状況を保護

者や地域の皆様にお知らせするものです。 

 

 

 

蔵王中学校の制服を選定するため、制服メーカーから提案を受ける「プロポーザル方式」により、学校教育

部会において制服の選定を行いました。 

    

 

 

 

 

 

この条件もと、３社から男女１組で計６点の提案があり、１１月２７日の第４回学校教育部会において 

３点のデザインを選定しました。 

 

 

 

各学校の巡回とございんホールでの展示会を 

行い、児童・生徒、保護者および学校の先生に 

実物を見て触れていただき、投票してもらいま 

した。投票の結果は右のとおりです。 

 

 

 

学校教育部会で投票結果を踏まえた最終選考を行い、２月２６日の第９回準備委員会で新制服が決定しました。

また、同日の準備委員会で新制服の導入時期についても協議を行い、令和９年度の中学１年生（現小学４年生） 

から導入することで決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～令和９年４月の開校に向けて～ 
発行：蔵王町立中学校統合準備委員会  編集：蔵王町教育委員会教育総務課 統合中学校準備室 

                                        電話：0224-33-3008   FAX：0224-33-2019 

（発行） 

   

遠刈田中学校 円田中学校 宮 中 学 校 
第９号 

令和7年

3 月 15 日

制服メーカーへ提示した新制服の条件 
・蔵王中学校のオリジナルデザインで蔵王町がイメージされるもの。 

・デザインはブレザータイプ。 ・基礎となる色は、黒もしくは紺。 

・機能的で耐久性に優れていること。 

・経済的な価格であること。（令和７年度新中学生の３中学校の制服価格を提示） 

・７月に実施したアンケート結果を参考とすること。など 

①２１３票 ②２９１票 ③１５０票 

採用業者：宮城トンボ株式会社 

※宮中学校と遠刈田中学校の制服メーカーです。 

～地域を愛し未来に繋ぐブレザースタイル～ 

アンケートの中で一番人気だった青系の爽やかな 

コーディネイト。 

蔵王町を代表する松川の青や御釜をイメージした 

エメラルドグリーンを取り入れた、蔵王町に相応しく、

生徒が誇りを持って着用できるデザインです。 

   学（まなぶ）  衣乃（いの） 
トンボオリジナルキャラクター 

決定した制服は、令和７年４月３０日（水）まで 

ございんホールのロビーに展示します。 

ぜひご覧ください。 



　１.  統合中学校建設の概算総事業費

基本計画
R3年3月

建A=6,340㎡
①

増減

③ - ②

1.建築工事
・校舎
・体育館（空調有）
・武道場（空調有）

22.31 25.50 36.42 +10.92

①実施設計建築面積が確定したことによる増加（+4.48億円）
　概略建築面積7,000㎡が実施設計完了により8,040㎡に確定したことにより、建築工事費が増大しました。
②体育館及び武道場への空調設備設置について（+0.62億円)
　近年の夏場の高温化への対応はもとより、災害発生時に町民の避難所となる体育館等への空調設置について検討したところ、補助金嵩上げがなされることから、追
加設置することとしました。
③ZEB化（省エネ対策工事）追加について（+1.59億円）
　国では２０５０年の温室効果ガスゼロを目指し、直近では２０３０年以降の公共建築物には２０１３年度と比較して４６％削減するようZEB化を義務付けており、規制直前
に完成する統合中学校についても省エネルギー化に取り組み、高断熱ガラスの導入、体育館屋根の断熱化及び全熱交換器の導入等により追加対策工事費が増加し
ました。
④建築工事費単価の上昇について（+4.23億円）
　最近の物価高騰により、新築工事を発注する令和７年４月の工事費単価が、２年前の令和５年時の工事費単価と比較すると、約３割ほど上昇することが建設費指数
グラフから予想されるため工事費を見直しました。
⑤なお、ZEB化による省エネ対策工事実施により、ZEB　Ready基準達成数値となり、省エネ性能は一次エネルギー消費量基準値より５４％削減となり、電気料金では
年間７００～８００万円程度の削減が見込まれます。

4.屋外運動場工事
・グラウンド
・防球ネット

1.84 2.50 2.75 +0.25
①工事費増額について
　令和６年度単価において実施工事費を積算した結果、工事費が増額になったものです。

5.委託費
・調査、測量設計
・工事監理
・事業支援

2.39 3.34 3.61 +0.27
①委託業務費増額について
　委託業務費（ZEB化設計費、開発行為変更許可費、工事監理費等）が増加し、事業費が増加しました。

6.用地費 A=4.98ha 2.41 2.76 2.76 +0.00

32.69 45.98 57.66 +11.68

　２．関連事業費

基本計画 増減

1.町道拡幅工事
西浦谷地線、西浦杉ヤラ線、
永野棚村線、谷地線

3.68 4.29 4.29 +0.00

2.上下水道工事 水道管、下水道管 1.32 1.50 1.50 +0.00

5.00 5.79 5.79 +0.00

　2月17日(月)に蔵王町議会議員全員協議会が開催され、統合中学校建設の概算総事業費の再度見直しについて説明をいたしましたので、その内容を皆様にご報告いたします。
　令和5年8月に基本計画の概算事業費を見直しておりましたが、その後、建築工事の実施設計完了に伴い、建築面積が増加確定したことにより工事費が増えたことはもとより、概算事業費見直し後も工事費単価の上昇が続き、今後、令和７年５月の建築工事発注を控
え、工事費を見直しせざるを得なくなり、今回、概算総事業費の再度見直しを行いましたのでご理解いただきたいと存じます。

(0.60)
(1.50)

R5時点修正

①一般備品購入費増額について
　一般備品購入リストを精査した結果、事業費が増加しました。

3.30

増加した理由

①敷地造成工事の減額について
　防災調整池の盛土材料については、防災調整池設置指導要綱に定められた基準を満たす土質の盛土材を使用する必要があり、工事現場近辺には適当な土砂採
取場が無かったことから、４０キロ以上離れた名取市内の採取場から搬入する計画でありましたが、実際に近隣を調査したところ約２０キロ圏内の川崎町内の土砂採取
場に防災調整池の盛土に適した土質の材料を確保できたため工事費が安価となりました。

6.78

①建物外構工事について
　令和５年８月以降、令和６年３月に建築実施設計及び外構設計が完了し、外構概算工事費が確定し増加したことと共に、令和７年４月発注時の工事費単価は建築
工事費と同様に、２年前の令和５年時と比較すると、約３割ほど上昇すると予想されるため外構工事費を見直しました。
②テレビ電波受信障害対策工事について
　建築実施設計業務において、周辺でテレビ電波受信障害が発生しないか事前調査したところ、統合中学校新築建物北側背後地の店舗及び住宅の１0棟において受
信障害の発生が予想されたため、共同アンテナを設置して有線でテレビケーブルを配線する工事を追加施工することが必要になりました。

項　目 事業内容
金　額（億円）

備　　考
R7時点修正

　　　　概算総事業費　計

2.04

　　　　関連事業費　計

+1.20

2.外構工事

(0.60)
(2.70)

・敷地造成
・防災調整池
・付替え水路

2.343.造成工事 8.50 -1.72

7.備品等
・スクールバス
・一般備品

0.54 2.10

項　目 事業内容

金　額（億円）

・建物外構
・東側駐車場
+テレビ受信障害対策工事

0.86 1.28 +0.76

R7時点修正
R7年2月

建A=8,040㎡
③

R5時点修正
R5年8月

建A=7,000㎡
②

(1.00)
(0.28)
(0.00)

(1.58)
(0.28)
(0.18)

統合中学校建設の概算総事業費を再度見直しました


